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温
暖
な
気
候
と

海
・
山
・
川
の
自
然
に
恵
ま
れ
、

遺
跡
や
阿
波
水
軍
の
古
い
歴
史
と

四
国
遍
路
の
お
接
待
文
化
が
の
こ
る
一
方
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
世
界
的
な
生
産
も
誇
る
、
徳
島
県
阿
南
市
。

そ
う
し
た
阿
南
市
の
魅
力
を
探
険
し
、

再
発
見
し
た
一
冊
が

｢

Ａ（
阿
南
市
）
Ｋ（
観
光
）
Ｂ（
ブ
ッ
ク
）｣

で
す
。

阿
南
市
の
旅
の
お
供
に

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
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四
国
で
最
初
に
日
が
昇
る
ま
ち

　
　

阿
南
市
へ
よ
う
こ
そ

Contents阿南市観光ブック

　通称「猫神さん」。江戸時代、奉行の不当な裁きを不服とし
て直訴し処刑された「お松」という女性の愛猫が妖怪変化とな
り、奉行の家を代々祟り続け仇を討ったとの伝説が残っている。
　有馬・鍋島と共に日本三大怪猫伝として名高い。また勝負・
願い事の神様で、受験シーズンは合格祈願の参詣者で賑わう。

あ
な
ん
を
巡
る
。
お松大権現

●場所／阿南市加茂町不け63　
※徳島バス加茂谷線「加茂谷」下車

猫神さんだけあって、約１万体の招き猫や高さ２ｍジャンボ招き猫が鎮座。
猫好きにはたまらない場所です。

ジャンボ招き猫がお出迎え！受験生のつよ〜い味方♪
１



5 4

●場所／阿南市加茂町龍山 2
※徳島バス丹生谷線「和食東」下車→
　「太龍寺ロープウェイ」
※徳島 IC から車で約75分

●場所／阿南市新野町秋山177
※ JR 牟岐線「新野駅」下車→
　徳島バス新野線「新野局南」下車●場所／阿南市新野町北宮ノ久保

※ＪＲ牟岐線「新野駅」下車→徒歩15分

●場所／阿南市福井町土佐谷 3
※ＪＲ牟岐線「阿波福井駅」下車→
　徒歩15分

　延暦11年に弘法大師が創設したと言われるこの
寺は、標高602ｍの山頂付近にある遍路泣かせの
難所で現在はロープウェイが運行している。周囲に
は樹齢数百年の老杉が生い茂り、江戸時代に再興
された仁王門・六角経蔵・本堂・大師堂・多宝
塔などの諸堂が立ち並んでいる。

　弘法大師がこの地で修行中、薬師如来を感得し自ら
その像を刻んで本尊として伽藍を建立。人々を平等に
救うために寺号を平等寺とした。またその時に加持水を
求めてこの地を掘ったところ、白い霊水が湧き出てきた
ため、山号を白水山としたという。この湧き水は万病の
妙薬とされた。

　弘仁元年（814）に創
建したと伝えられる古
社。境内の大楠は県の
天然記念物にも指定。
その根元に棲む２匹の
白蛇は轟明神の使者と
して現れ、見た者には
幸福が訪れるという伝
説がある。

　海を鎮める神を祀る金刀比羅神社には、『災
い除けの黄色い塩』や『身代わり人形』があり、
祈願をお願いするといただける。また、子供神
楽の『博学狸金ぴら三本足狸問
答』が古くから語り継がれており、
その三本狸を祀った祠もある。

「
西
の
高
野
」
と
言
わ
れ
る

四
国
霊
場
二
十
一
番
札
所
。

境
内
に
樹
齢
七
百
年
余
の
大
楠
が
群
生
。

県
下
最
古
の
神
社
建
築
。

轟
神
社

金
刀
比
羅
神
社

お寺・神社を巡る。 拝

阿南市からの歩き遍路もお
すすめ！ 春のシャクナゲ・
秋の紅葉が good。歩くの
はちょっと大変だけど、晴
れた日の景色は絶景かな♪

井戸を覗いてみたら、水は本当にあったんで
す！ 現在は無色透明の水になっていて、霊水
を持ち帰れます（有料）。

太
龍
寺

２

５６

｢阿波松島｣ 橘湾を眺む風光明媚。

津峯山・津峯神社
　阿波三峰のひとつ津峯山一帯が桜の名所とし
て知られ、津峯スカイラインや参詣リフトからの
眺めは絶景。山頂には津峯神社があり、開運
延命・病気平癒・海上安全の神として信仰され、
春の桜祭は力を競う「ささげもち」競争を開催。
秋には観月祭、中秋の名月には「浦安の舞」
が奉納される。
●場所／阿南市津乃峰町東分 343
※ＪＲ牟岐線「阿波橘駅」下車→徒歩30分
　ＪＲ牟岐線「見能林駅」下車→車で10分

山頂の駐車場では、地域の事業者が
出店する「そらマルシェ」が開催され
ています。

４

徳島県指定有形文化財、阿南室戸歴史文化道に指定。 四
国
霊
場
二
十
二
番
札
所
　
創
建
八
一
四
年
。

平
等
寺

３四国
八十八景に

認定！
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四季で表情が変わる
美しい滝。

　深瀬町の静かな山間にひっそりと佇む落差30mの
滝。水量の少ない冬は白布をさらしたように美しく、 水
量豊かな夏は豪壮である。また春の桜、秋の紅葉と周
囲の樹木を縫って落ちる景観は一見の価値あり。

午尾の滝12

様 な々体験ができる館内。

公園・施設を巡る。

　山の斜面を利用して作られたの
で見晴らしもよく、眼下には那賀川
が望める。自然の地形を生かした
多目的芝生広場。遊歩道を中心に
気軽に運動や遊びに親しめる。

　「子どもからお年寄りまで気軽に
スポーツを楽しめる施設」をコンセ
プトにつくられた運動公園。施設は、
野球場、陸上競技場、テニスコート、
遊具広場などがある。

　「羽ノ浦スポーツランド」内に
2011 年に完成した公共のスケー
トボード場。子供から大人、女性
まで年齢性別もさまざまにスケート
ボードが親しまれている。

　拳正寺山（観音山）の中腹に南
面し、穴観音として信仰されてお
り、その奥に如意輪観世音の石像
を祀っている。
古墳内部を格
子ごしに見る
ことができる。

阿南西部公園
（ひまわりランド）

JA アグリあなん
運動公園
（徳島県南部健康運動公園）

羽ノ浦スポーツランド
（スケートボード場）

　館内は発電の仕組みや科学の不思議をわかりや
すく紹介しているスパイラル館、巨大な航空写真の
床上を散策して観光スポットを巡ることができるクリ
スタル館があり、屋外には四季を彩る草花や大きな
芝生広場や楽しい遊具がある。

Ｊパワー＆よんでん
Waンダーランド

●場所／阿南市中大野町南傍示

●営業／4月～10月 8：30～22：00
	 11月～3月 8：30～17：00
●問合／0884-26-1885
●場所／阿南市桑野町桑野谷

●営業／4月～10月 9：00～21：00
	 11月～3月 9：00～17：00
　　　　（毎週月曜日・年末年始休館）
●問合／0884-44-3000
●場所／阿南市羽ノ浦町宮倉沢田132

●問合／ 0884-44-2427（拳正寺）
●場所／阿南市羽ノ浦町中庄字千田池 33
※ＪＲ牟岐線「羽ノ浦駅」下車→徒歩15分

●営業／ 10：00〜17：00（毎週火曜日・年末年始休館）
●問合／ 0884-34-3251（Ｊパワー＆よんでんＷａンダーランド）
●場所／阿南市福井町舟端 1

子どもも大人も
楽しめる

体験型施設。
天井からはクジラの骨標本が。

公園の入口や園内には季節に
よって色んな花が咲いていま
す。５月はシャクヤクが満開で
キレイ。

入場無料!! 月に１回はイ
ベントがあるので、親子
で楽しめる！ 見晴らしも
いいよ♪

７８９

観音山古墳（拳正寺）11

10

観自然を巡る。 遊

●問合／ 0884-24-3141（阿南市観光協会）
●場所／阿南市畭町

 すばらしい景観と遠浅に恵まれた海水浴場。「海の眺
めぢゃ淡島あたり　夏は涼しい浜遊び」と、昭和の童
謡詩人、野口雨情はその美しさに触れ、絶賛したとい
われる。また、近年は SUP 遊泳地として賑っている。

淡島海水浴場14

西日本随一の
松原！

あぁ絶景かな

リバース
スライダーが
   迫力満点！！

たぬき
モチーフが

いっぱい！！

●場所／阿南市深瀬町
※徳島バス加茂谷線「中央橋南」下車→徒歩10分
※国道55号線「那賀川橋」→ 11km（30分）

お正月の三ヶ日は
中に入れます。

●場所／阿南市中林町

　室戸阿南海岸国定公園内にあり風光明媚で美しい
海岸線。海には小さな島や岩礁がたくさんあり、磯釣
りのポイントにもなっている。

中林海岸15

約30haといわれる松原がすごい。まさに白砂青松の景観。
地引き網の体験もできます♪

　年間約５万人が訪れる徳島県最大級の海水浴場で、
｢日本の渚百選」の一つに選ばれている。きれいな水と
遠浅、広大な松原と２km にも及ぶ長い砂浜は西日本随
一。臨海道路や駐車場、休憩所、シャワーなども完備し、
毎年車で訪れる家族連れや若者達で賑わっている。

●問合／ 0884-24-3141（阿南市観光協会）、
	 0884-28-9933（うみてらす北の脇）
●場所／阿南市中林町
※ＪＲ牟岐線「阿南駅」下車→バスで10分

北の脇海水浴場13
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四
国
の
東
、
徳
島
の
南
。

徳
島
県
で
二
番
目
に
多
い
人
口
の

約
七
万
人
が
暮
ら
す
阿
南
市
は

温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

見
ど
こ
ろ
、
遊
び
ど
こ
ろ
、
食
べ
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
。

そ
ん
な
中
で
も
近
ご
ろ
話
題
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸
に

阿
南
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
す
。

特
集
・
旬
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
再
発
見
！

　桜の名所として知られ、付近には明現神社や、第19
番札所立江寺の奥の院と称せられる取星寺がある。花
見シーズンのライトアップされた夜桜は見物。

　県下で最も大規模な梅の名所で、約５万m2の個人敷
地に様々な品種約4000本を植栽。見頃は２月上旬〜
３月上旬。

　蒲生田岬の東海上、紀伊水道に浮かぶ周囲9.5km
の伊島（人口約200人）。ここだけに自生する固有種の
イシマササユリが、優雅な花を咲かせる。６月が見頃。

　園内には700余種3000本の椿。同園では椿の栽培
指導、苗木の販売展示があるほか、園内には宿泊設
備やレストランもあり、地元の新鮮な魚貝類が味わえる。

羽ノ浦桜づつみ公園
明谷梅林園

伊島のササユリ 椿自然園

●場所／阿南市羽ノ浦町岩脇
※ JR 牟岐線「羽ノ浦駅」下車→徒歩40分

●場所／阿南市長生町明谷
※ＪＲ牟岐線「阿南駅」下車→車で20分
※徳島バス長生線「明谷梅林口」下車→ 　徒歩30分

●問合／ 0884-33-1271（伊島漁業協同組合）
●場所／阿南市伊島町
※ JR 牟岐線「阿波橘駅」下車→徒歩５分の答島港から
　伊島まで連絡船１日３便。

●問合／ 0884-33-1127
●場所／阿南市椿町瀬井 45
※ＪＲ阿波橘駅から車で20分　
※徳島ICから国道55号経由で43km90分

四季の花を巡る。

桜のほか、藤やツツジなどが植樹されていて、自然を堪
能しながら散歩ができます。

園をちょっと上がったところにある奥の院 ｢穴観音様｣
洞窟は、一周すると幸せになれるという言い伝えがある
らしいです。

上空から見た島の形が「い」という字に似ているから「伊
島」らしい。旅館も１軒あるので、ノンビリしたい方に
はオススメ♪

椿はもちろんですが、橘湾を眼下に見下ろす風景も見物
です。入園も無料♪

19 18

17
16

ライトアップされた
夜桜が幻想的。

近くの穴観音様も楽
しいです。

伊島でしか
見られない
可憐なユリ

花

園から眺める景色は
徳島88景のひとつ。
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四国最東端

蒲か

生も

田だ

岬

　

阿
南
市
の
東
南
、
室
戸
阿
南
海
岸
国
定

公
園
内
に
あ
る
蒲
生
田
岬
は
、
四
国
の
最

東
端
の
地
。
東
側
の
海
上
約
６
キ
ロ
に
は

磯
釣
り
や
イ
シ
マ
サ
サ
ユ
リ
で
知
ら
れ
る
伊

島
が
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
四

国
で
最
初
に
朝
日
が
昇
る
場
所
と
い
わ
れ
、

特
に
晩
秋
か
ら
冬
に
は
Ω
（
オ
メ
ガ
）
の

形
を
し
た
珍
し
い
日
の
出
「
だ
る
ま
朝
日
」

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

岬
の
北
側
に
は
椿
泊
浦
が
広
が
り
、
そ

の
北
側
に
半
島
と
橘
湾
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
山
並
み
が
続
く
半
島
に
挟
ま
れ
た
穏

や
か
な
椿
泊
浦
の
一
帯
は
自
然
が
つ
く
っ
た

良
好
な
港
で
、
漁
業
が
盛
ん
な
の
は
も
ち

ろ
ん
、
土
佐
や
上
方
へ
の
交
通
の
要
衝
と
し

て
も
古
く
か
ら
重
宝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

天
正
14
年
（
１
５
８
６
）
に
は
阿
波
水
軍

の
大
将
、
森
家
が
土
佐
の
押
さ
え
と
し
て

椿
泊
に
移
住
。
森
一
族
は
江
戸
時
代
を
通

じ
て
阿
波
藩
の
海
上
方
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。

　

蒲
生
田
岬
一
帯
は
、
雄
大
な
大
自
然
と

歴
史
ロマ
ン
が
詰
ま
っ
た
場
所
な
の
で
す
。

■
蒲
生
田
岬
灯
台

■
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
波
の

■
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
波
の
詩詩う
た
う
た
」」

　

岬
の
突
端
の
こ
ん
も
り
高
い
山
の
頂
上
に
立

つ
白
い
灯
台
は
大
正
13
年
に
点
灯
。
岬
と
伊

島
の
間
の
「
橋
杭
の
瀬
」
は
潮
流
が
速
く
、

岩
礁
も
多
く
て
航
行
が
難
し
い
の
で
灯
台
の

役
割
は
大
変
重
要
で
す
。

　

標
高
約
40
メ
ー
ト
ル
の
灯
台
展
望
台
か

ら
は
白
い
波
し
ぶ
き
を
立
て
る
碆
（
は
え
）

が
点
在
す
る
雄
大
な
太
平
洋
や
、
緑
濃
い

阿
南
の
山
々
の
美
し
い
景
色
が
楽
し
め
ま

す
。
天
気
の
い
い
日
に
は
遠
く
和
歌
山
県
の

日
の
岬
や
、
北
の
方
角
に
は
大
鳴
門
橋
や

淡
路
島
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。

■
ウ
ミ
ガ
メ
が
帰
っ
て
く
る
浜

■
ウ
ミ
ガ
メ
が
帰
っ
て
く
る
浜

　

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
蒲
生
田
地
域

で
は
、
蒲
生
田
大
池
の
ア
ン
ペ
ラ
イ
の
群
生

な
ど
を
は
じ
め
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
植
物
の

貴
重
な
群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

蒲
生
田
海
岸
は
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
地

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
阿
南
市
で
は
ウ
ミ

ガ
メ
保
護
条
例
を
公
布
し
、
地
元
の
方
も

保
護
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

灯
台
へ
向
か
う
、
遊
歩
道
の
入
口
横
に

２
０
１
０
年
秋
、
石
の
モ
ニュメ
ン
ト
「
波
の

詩
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
阿
南
市
の
彫
刻

家
・
大
津
文
昭
さ
ん
の
作
品
で
、
高
さ
2.6

メ
ー
ト
ル
、
幅
3.4
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
0.8
メ
ー

ト
ル
の
大
作
で
す
。
作
品
の
中
央
に
ぽ
っ
か

り
空
い
た
ハ
ー
ト
型
の
穴
か
ら
は
大
海
原
の

水
平
線
や
伊
島
の
姿
が
望
め
、
蒲
生
田
岬

の
波
や
風
、
大
空
と
一
体
化
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ト
型
の
穴
は
大
人
２
人
が
座
れ
る

大
き
さ
で
、
こ
こ
で
愛
を
誓
い
合
っ
た
恋
人

た
ち
は
結
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
に
…
。
真

偽
は
と
も
か
く
、
モ
ニュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
は
こ
の
“
恋
人
岬
〟 

を
訪
れ
る

カ
ッ
プ
ル
が
増
え
、
散
策
や
記
念
撮
影
を

し
て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

灯台までは一直線に伸びる石段を上るか、
回り込んで上がっていく遊歩道を登るか。
ふもとにはピクニックに訪れたい広場がある。

休校中の蒲生田小学校では1954年から38
年間ずっと児童がウミガメ上陸の観察を記録
し、数々の賞に輝いた。現在は椿町中学校
と地元の方が活動を引き継いでいる。

蒲生田岬灯台キャラクター
「蟻馬亀太郎」
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阿
波
水
軍
の
城
下
町
―
椿つ

ば
き

泊ど
ま
り

　

橘
湾
と
蒲
生
田
岬
の
間
、
紀
伊
水
道

に
伸
び
る
半
島
の
南
側
に
あ
る
椿
泊
町

は
、
海
と
山
に
は
さ
ま
れ
た
細
長
い
漁
師

町
。
東
西
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ

て
狭
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
が
走
り
、
両

側
に
家
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
は

昔
、
阿
波
水
軍
の
大
将
で
あ
っ
た
森
家
の

本
拠
地
で
し
た
。
森
家
は
蜂
須
賀
氏
に

仕
え
て
３
千
石
を
与
え
ら
れ
、
天
正
14
年

（
１
５
８
６
）
二
代
目
村
春
の
と
き
に
移

住
し
て
、
土
佐
への
押
さ
え
と
し
て
椿
泊
に

「（
別
名
）
松
鶴
城
」
を
築
城
。
こ
こ
を

拠
点
に
朝
鮮
出
兵
や
大
阪
冬
の
陣
に
参
戦

し
て
、
阿
波
水
軍
の
活
躍
ぶ
り
は
全
国
に

知
れ
渡
り
ま
し
た
。

　

四
代
目
村
重
か
ら
は
甚
五
兵
衛
を
名
乗

り
、
江
戸
時
代
は
徳
島
藩
の
海
上
方
と
し

て
参
勤
交
代
な
ど
で
輸
送
を
担
当
。
椿
泊

は
森
家
の
城
下
と
し
て
に
ぎ
わ
い
、
明
治

以
降
も
漁
業
が
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
、漁
業
で
は
特
産
の
ハ
モ
を
は
じ
め
、

タ
チ
ウ
オ
や
イ
セ
エ
ビ
、
た
く
さ
ん
の
種
類

の
魚
介
類
に
年
間
通
し
て
恵
ま
れ
、
県
内

ト
ッ
プ
の
水
揚
げ
高
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
人

情
豊
か
な
漁
師
町
は
映
画
『
奇
跡
の
海
』

の
舞
台
に
も
な
り
ま
し
た
。

阿
波
水
軍
の
海
上
輸
送
を
描
い
た
屏
風
絵
。
江
戸
時
代
の

参
勤
交
代
で
は
大
小
の
船
で
船
団
を
組
み
、
森
甚
五
兵
衛

が
指
揮
し
て
上
方
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。

椿泊の道明寺の裏山には森家累代のお墓が並んでいる。

高台にある森家の墓所からは椿泊の町並みと、
穏やかな海が見渡せて絶景。（左）

　

椿
泊
の
西
に
あ
る
椿
町
の
椿
川
周
辺
で

は
、
毎
年
２
月
下
旬
か
ら
春
の
風
物
詩
の

シ
ロ
ウ
オ
漁
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ハ

ゼ
科
の
シ
ロ
ウ
オ
は
ヒ
ウ
オ
と
も
呼
ば
れ
、

水
が
ぬ
る
む
春
に
な
る
と
産
卵
の
た
め
に

満
ち
潮
に
乗
っ
て
川
へ
遡
上
し
て
き
ま
す
。

川
岸
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
四
方
の
四
つ
手
網
で

敷地が狭いため2階建ての家が多く、
１階２階とも飾り付き欄干が見られる。

左側が燧崎と刈又埼灯台。すぐ前にあるのは舞子
島で、遠くに見えるのは伊島。右に蒲生田岬が伸
びている。

松鶴城跡に立つ椿泊小学校。正門には「松
鶴城」の文字が刻まれた石碑が立っている。

■
椿
泊
の
町
並
み

■
椿
川
の
シ
ロ
ウ
オ
漁

　

車
一
台
が
や
っ
と
通
れ
る
細
い
道
の
両
側

に
は
家
々
が
肩
寄
せ
合
っ
て
立
っ
て
い
ま
す
。

古
い
木
彫
り
の
手
す
り
が
残
る
レ
ト
ロ
な

風
情
の
家
や
新
し
い
住
宅
、
そ
の
間
を
散

策
す
れ
ば
漁
師
町
の
豊
か
な
人
情
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

東
へ
進
ん
だ
突
き
あ
た
り
に
は
「
松
鶴

城
」
の
跡
地
に
立
つ
椿
泊
小
学
校
が
あ
り
、

す
ぐ
南
側
は
も
う
海
。
さ
ら
に
東
へ
行
っ

た
半
島
の
突
端
は
燧
崎
（
ひ
う
ち
ざ
き
）

と
呼
ば
れ
て
火
打
石
の
採
石
場
跡
が
残
って

い
ま
す
。
先
端
に
は
刈
又
埼
灯
台
が
立
ち
、

す
ぐ
前
方
に
は
舞
子
島
、
遠
く
に
伊
島
、

南
に
蒲
生
田
岬
の
半
島
が
見
渡
せ
、
大
海

原
の
爽
快
な
パ
ノ
ラ
マ
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

ま
す
。

す
く
い
、
透
明
で

体
長
４
～
５
セ
ン

チ
の
ピ
チ
ピ
チ
と

跳
ね
る
シ
ロ
ウ
オ

は
、
躍
り
食
い
や

す
ま
し
汁
で
い
た

だ
く
の
が
定
番
。

４
月
上
旬
ま
で
の

短
い
期
間
の
珍
味

で
す
。
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蒲か

も

だ
生
田
岬
に
通
じ
る
ト
ン
ネ
ル
手
前

の
高
台
に
、
２
０
０
１
年
に
阿
南
市
が

開
業
し
た
『
か
も
だ
岬
温
泉
保
養
施

設
』
が
あ
り
ま
す
。
高
台
か
ら
は
椿

泊
湾
や
舞
子
島
が
目
の
前
に
。
晴
れ

た
日
は
淡
路
島
ま
で
臨
む
美
し
い
大
海

原
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

温
泉
は
、
に
お
い
が
な
く
肌
ざ
わ

り
が
軟
ら
か
で
気
持
ち
が
い
い
と
大
評

判
。
岬
に
上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
や
阿
波

の
松
島
＝
橘
湾
の
さ
ざ
波
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
お
風
呂

は
、
露
天
風

呂
や
時
間
に

よ
る
貸
切
も

で
き
ま
す
。

眼
下
に
広
が

る
碧
い
海
を

眺
め
な
が
ら

100
パ
ー
セ
ン
ト

の
源
泉
で
至

福
の
ひ
と
時

を
す
ご
し
ま

せ
ん
か
。

◎泉質／単純温泉（低張性弱アルカリ温泉）・温度35.2℃、湧出量90ℓ/分
◎適応症／神経痛、筋肉痛、関節痛、慢性消化器症、冷え性など
◎入浴料／一般600円、児童300円（3歳未満無料）
◎営業時間／10：00～19：00（都合により時間変更有り）
◎休館日／毎週月曜日（祝日の場合は翌日休み）、1月4日～7日・12月29日～30日
◎駐車場／150台
◎問い合わせ／TEL.0884-21-3030
※「さざなみの湯」と「うみがめの湯」は半月ごとに男湯と女湯で入れ替えます。
※阿南市在住の70歳以上毎月3回、および知的障がい者、身体障がい者、精神障がい者、介助人は無料です。
※�「ふれあいの湯(健康福祉風呂)」のご利用は、事前に予約が必要です。入浴料のほか、使用料として1時間当たり、5人
までごとに2,000円が必要です。

ウミガメを連想させる面白い形をした露天風呂の「うみがめの湯」。
対岸に見えるのは阿波水軍の本拠地であった椿泊。

［施設概要］

　かもだ岬温泉保養施設

※宿泊施設なし

四
国
最
東
端
、
絶
景
の
湯
。

健康福祉風呂
（ふれあいの湯）
車イスも入浴可能。
予約制です。

地元の海の幸をお楽しみ下さい。
入浴前に予約するのがお薦めです。

椿泊との分岐点からは、温泉までは海
岸沿いのくねくね道。湾内の風景を満
喫しながら、のんびりとドライブ。

日本三景の一つ松島に例えられる阿波の松島、橘湾の穏やかなさざ波をイメージにしたお風呂からは、
遠くは淡路島、和歌山が紀伊水道を挟んで眺望できます。

うみがめの湯

サウナ さざなみの湯

さざなみの湯 露天風呂

休憩所



17 16
 JAアグリあなんスタジアム 両翼100m、センター122ｍと甲子園球場より広く、黒土と天然芝の良好なプレー環境、

四国最高レベルとされる照明設備で硬式野球のナイター試合も行える本格スタジアム。

ま
ち
づ
く
り

ティーボールの大会ティーボールの大会運営スタッフ養成の取り組み運営スタッフ養成の取り組み道の駅 公方の郷に完成した 道の駅 公方の郷に完成した 
89 番「野球寺」のモニュメント89 番「野球寺」のモニュメント

阿南市の 60 歳以上の女性らでつくる阿南市の 60 歳以上の女性らでつくる
チアリーディングチーム「ＡＢＯ60」チアリーディングチーム「ＡＢＯ60」

　

温
暖
な
気
候
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
阿
南

市
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
。
中
で
も
、
野
球

は
昔
か
ら
人
気
が
高
く
、
少
年
か
ら
古
希

（
70
歳
）
ま
で
、
90
を
超
え
る
連
盟
登
録

を
し
た
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
に
は
、四
国
最
大
級
の『
Ｊ
Ａ

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
』
の
完
成
を
機

に『
野
球
の
ま
ち
阿
南
構
想
』が
ス
タ
ー
ト
、

２
０
１
０
年
に
は
産
業
部
の
中
に
『
野
球
の

ま
ち
推
進
課
』が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。「
野

球
」
の
冠
が
つ
い
た
課
が
つ
く
ら
れ
る
の
は

全
国
の
自
治
体
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

阿
南
市
は
野
球
を
通
じ
て
産
業
・
観
光

の
活
性
化
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
は
か
る
こ
と

を
決
定
、
野
球
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
は
全

国
か
ら
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
野
球
人
口
の
す
そ

野
を
広
げ
る
た
め
、
小
さ
な
子
ど
も
で
も

野
球
に
親
し
め
る
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
も

行
って
い
ま
す
。

野
球
の
ま
ち
づ
く
り

北信越地区高校　選抜直前合宿北信越地区高校　選抜直前合宿

　阿
南
観
光
と
野
球
の
試

合
を
セ
ッ
ト
に
し
た
こ
の
野

球
観
光
ツ
ア
ー
。
単
独
チ
ー

ム
で
訪
れ
て
も
地
元
チ
ー
ム

と
の
対
戦
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

し
て
く
れ
、
審
判
員
な
ど

サ
ポ
ー
ト
体
制
も
整
っ
て
い

ま
す
。

　特
に
中
高
年
チ
ー
ム
の
参

加
者
に
は
、
う
ぐ
い
す
嬢
に

「
バ
ッ
タ
ー
、○
○
君
」
と
呼

ば
れ
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
名
前
が

掲
示
さ
れ
る
の
は
大
好
評
。

球
友
と
大
好
き
な
野
球
を

楽
し
み
親
交
を
深
め
る
濃
い

時
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

市野球のまち推進課
tel.0884-22-1297 mail：yakyuunomachi@anan.i-tokushima.jp
市野球のまち推進課
tel.0884-22-1297 mail：yakyuunomachi@anan.i-tokushima.jp

野球観光ツアーお問合せ野球観光ツアーお問合せ

草
野
球
談
義
に
花
が
咲
く

野
球
観
光
ツ
ア
ー

野球を楽しんだ後は

観光や交流会での

阿波踊りを楽しんで。

2013年阿南市モンゴル訪問団

2012年モンゴル野球青春記ロケ風景

阿南・モンゴル 野球で草の根の国際交流
　1991年、モンゴルの少年の「野
球を始めたいが道具がない」との
一通の手紙が、交流の1頁を開く。
那賀川町体育協会を中心にして、

全国に呼びかけ4トントラック一杯の野球道具を
モンゴルに贈呈。野球少年たちにの民間交流も始
まった。更にその情熱は浄財1300万円（モンゴル
では13億円にあたる）が集められ1996年には、モ
ンゴルウランバートルに国立野球場が建設された。
2013年、日本とモンゴルの野球交流を描き、阿南
市でロケが行われた映画「モンゴル野球青春記」が、
米ロサンゼルスで開かれた第５回オールスポーツ
映画祭の長編映画部門でグランプリを受賞した。
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阿南 SUPタウンプロジェクトとは？
本市には、海洋条件やロケーション等、SUPクルーズに適したポイントが点
在しています。近年、市内の SUP 愛好家が中心となって「阿南 SUP 振
興協会」が設立され、パドラー同士の交流も活発化しているため、ビジター
パドラーとローカルパドラーの交流を通した関係人口創出への期待が高まり、
SUP でまちおこしをする本プロジェクトを実施しています。

　阿南の自然や食、そして地域住
民との交流など阿南の魅力を体感
してもらえるメニューが盛りだく
さん。SUPを通して阿南市を体感
し、地域との継続的なつながりを
作ることで「阿南市ファン」の輪
を広げていきます。

阿南SUP TOWN PROJECT
A N A N

まちなか SUP& プラスチックフィッシングまちなか SUP& プラスチックフィッシング SUPヨガSUPヨガ

SUP 体験SUP 体験
https：//sup-anan.com/esca/

　
「
阿
南
市
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
、
か
け
が
え
の
な
い
美
し
い
海
洋
環
境

を
次
世
代
の
子
供
た
ち
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
…
。

　

四
国
の
最
東
端
、
海
に
面
し
た
ま
ち
阿
南
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

し
て
世
界
規
模
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
海
岸
・
海
洋
汚
染
に
対
し

て
真
っ
向
か
ら
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
て
い
く

「
阿
南
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
の
制
度
運
用
を
行
い
ま
す
。

　

返
礼
品
を
提
供
す

る
の
は
、
環
境
保
全
・

美
化
・
啓
発
活
動
や
環

境
配
慮
商
品
の
開
発

な
ど
に
取
り
組
む
事

業
者
＝
「EA

RT
H

SH
IP　

PA
RT

N
ER

A
N

A
N

」
で
す
。

　

地
球
が
抱
え
る
環

境
問
題
に
阿
南
市
の

海
か
ら
新
た
な
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
起
こ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

阿
南
市
版
ふ
る
さ
と

納
税
へ
の
ご
支
援
と
ご

協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

阿
南
市
版
ふ
る
さ
と
納
税

　海洋環境の保全・美化活動及び環境啓発・教育活動、並びに、阿南市
が推し進める “ 阿南 SUPタウンプロジェクト ” をはじめとする関係人口
の創出・拡大・深化に資する事業に対して積極的に関わる企業・団体・
個人等を「EARTH SHIP PARTNER ANAN」として登録し、官民協働で
持続可能な社会づくりを実現するとともに、地域や企業のブランディン
グ、地域経済の活性化等につなげていくことを目的としています。なお、
EARTH SHIP PARTNER ANAN 登録事業者は、阿南市版ふるさと納税返
礼品登録事業者としてエントリーできます。

ESPAの詳細・取組については…

エスパ阿南

ビーチクリーンビーチクリーン リバークリーンリバークリーン ビーチクリーンビーチクリーン
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国
史
跡  

阿
波
遍
路
道
（
か
も
道
）

国
史
跡  
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡

歴
史
・
史
跡

　

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
を
巡
る
遍
路
道

は
空
海
ゆ
か
り
の
巡
礼
道
と
し
て
、
多
く

の
人
々
が
行
き
か
って
い
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
、
阿
南
市
で
は
四
国
で
初
め

て
第
21
番
札
所
太
龍
寺
周
辺
の
遍
路
道
が

国
の
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加

指
定
を
受
け
た
「
か
も
道
」
も
古
道
と
し

て
の
景
観
が
長
い
距
離
を
と
お
し
て
色
濃

く
残
っ
て
い
ま
す
。
空
海
行
脚
の
道
と
し
て

も
記
載
さ
れ
、
南
北
朝
時
代
の
石
造
物
が

残
る
四
国
最
古
の
遍
路
道
で
す
。
近
年
こ

の
道
を
多
く
の
人
が
歩
か
れ
、
脚
光
を
あ

び
て
い
ま
す
。

　

阿
南
市
水
井
町
に
あ
る
「
若わ
か
す
ぎ
や
ま
し
ん
し
ゃ
さ
い
く
つ
い
せ
き

杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
」
は
、
弥
生
時

代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
辰
砂
を
採
掘
し
て
い
た
こ
と
が
学
術
調

査
で
初
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
全
国
唯
一の
遺
跡
で
す
。
本
遺
跡
は
、
我

が
国
の
鉱
山
資
源
獲
得
の
在
り
方
を
示
す
遺
跡
と
し
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、令
和
元
年
10
月
16
日
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

辰
砂
は
、
赤
色
顔
料
の
「
水
銀
朱
」
の
原
料
と
な
る
鉱
物
で
、
石
杵

や
石
臼
な
ど
の
石
器
を
用
い
て
こ
れ
を
朱
に
加
工
す
る
工
程
の一部
を
若

杉
山
で
行
って
い
ま
し
た
。

　

水
銀
朱
は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
墳
墓
の
埋
葬
主
体
に
大
量
に

使
用
さ
れ
、若
杉
山
で
産
出
し
た
水
銀
朱
も
各
地
の
墳
墓
（
古
墳
な
ど
）

築
造
時
に
運
び
出
さ
れ
て
いっ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
、
弥
生
・
古
墳
時
代

の
広
範
囲
な
流
通
を
知
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
遺
跡
で
す
。　

　

２
０
１
３
年
10
月
に
は
遍
路
道
に
関
す

る
全
国
大
会
が
阿
南
市
で
開
催
さ
れ
、
更

な
る
追
加
指
定
、
そ
し
て
四
国
遍
路
の
世

界
遺
産
に
向
け
た
取
り
組
み
が
活
発
化
し

て
い
ま
す
。

弘法大師坐像

「かも道」二十六丁石付近の遍路道「かも道」二十六丁石付近の遍路道

辰砂を採掘してできた
横穴（採掘坑跡）の内部

国史跡・若杉山辰砂採掘遺跡
マスコットキャラクター
「若杉シンシャくん」

辰砂原石

岩にみえる
辰砂鉱脈

辰砂原石を粉砕していた石器
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牛
岐
城
趾  

富
岡
の
町
を
見
守
り
続
け
る

　

牛
岐
城
は
、
創
建
時
期
は
不
明
で
す
が
、

戦
国
時
代
に
は
阿
波
守
護
細
川
氏
の
家
臣

新
開
氏
の
居
城
で
し
た
。
後
に
阿
波
の
実

権
は
細
川
氏
か
ら
家
臣
の
三
好
氏
に
移
り

ま
し
た
が
牛
岐
城
主
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

天
正
３
年
に
土
佐
の
長
宗
我
部
元
親
が

阿
波
を
侵
攻
、
周
辺
の
諸
城
が
す
べ
て
落

城
し
て
も
牛
岐
城
の
新
開
遠
江
守
道
善
だ

け
は
最
後
ま
で
抗
戦
し
ま
し
た
が
、
つ
い

に
天
正
８
年
、
土
佐
軍
の
軍
門
に
降
り
ま

し
た
。
天
正
10
年
、
阿
波
全
土
を
平
定
し

た
長
宗
我
部
元
親
は
道
善
を
丈
六
寺
で
謀

殺
、
弟
の
親
康
を
牛
岐
城
に
配
置
し
阿
波

南
方
の
守
備
を
さ
せ
ま
し
た
。

　

天
正
13
年
、
豊
臣
秀
吉
の
四
国
攻
略
に

よ
り
長
宗
我
部
軍
は
全
面
的
に
敗
退
し
土

佐
に
撤
退
、
四
国
を
掌
中
に
し
た
秀
吉
は

蜂
須
賀
家
政
を
阿
波
国
の
大
名
に
任
命
、

家
政
は
細
山
政
慶
（
後
に
賀
島
に
改
姓
）

を
牛
岐
城
の
城
代
に
任
じ
て
兵
三
百
で
守

ら
せ
ま
し
た
。
牛
岐
城
は
阿
波
九
城
の
一

つ
で
あ
り
、
阿
波
南
方
最
大
の
軍
事
拠
点

で
し
た
。

　

賀
島
政
慶
は
間
も
な
く
牛
岐
の
地
名
を

縁
起
の
よ
い
富
岡
に
改
め
、
城
も
富
岡
城

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
賀
島

氏
は
明
治
維
新
ま
で
藩
の
次
席
家
老
と
し

て
の
重
職
を
務
め
ま
し
た
。

　

寛
永
15
年
の
一
国
一
城
令
に
よ
り
富
岡

城
は
取
り
壊
さ
れ
、
城
の
石
垣
は
桑
野
川

の
灌
漑
施
設
で
あ
る
一
ノ
堰
の
建
設
に
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
城
下
町
と
し
て
成
立
し

た
富
岡
町
は
城
の
廃
止
に
よ
り
商
業
地
で

あ
る
郷
町
と
し
て
徳
島
城
下
に
次
ぐ
繁
栄

を
遂
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

富
岡
城
の
城
山
は
南
北
に
細
長
い
瓢
箪

状
の
地
形
で
し
た
が
、大
正
２
年
の
町
道
の

開
鑿
に
よ
り
南
北
に
分
断
さ
れ
ま
し
た
。

牛岐城趾館に石垣の一部が残されています

牛岐・富岡城絵図（複製）

阿
波
公
方  

阿
波
南
方
文
化
の
中
心
地

　
１
５
３
４
年
（
天
文
３
年
）、
室
町
幕
府

第
10
代
将
軍
足
利
義
稙
の
養
子
義
冬
は
、

足
利
家
と
ゆ
か
り
の
深
い
、
天
龍
寺
領
で

あ
っ
た
平
島
庄
（
現
在
の
阿
南
市
那
賀
川

町
）
に
居
を
構
え
ま
し
た
。

　

平
島
の
地
に
は
良
質
の
港
が
あ
り
、
上

洛
の
機
を
う
か
が
う
に
は
絶
好
の
場
所
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
義
冬
が
初
代
「
阿
波

公
方
」
で
、
義
冬
の
子
、
義
栄
は
、
こ
の

地
よ
り
上
洛
し
、
室
町
幕
府
第
14
代
将
軍

と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
１
８
０
５
年
（
文
化
２
年
）、

第
９
代
阿
波
公
方
義
根
が
阿
波
国
を
退
去

す
る
ま
で
の
間
、「
阿
波
公
方
」の
居
館「
平

島
館
」
に
は
、
高
名
な
文
人
が
出
入
り
す

る
な
ど
、
阿
波
南
方
に
お
け
る
漢
文
学
の

中
心
地
の
観
を
呈
し
、
文
化
・
学
術
面
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
想

い
を
偲
ば
れ
る
史
跡
や
文
化
財
が
多
く
遺

さ
れ
て
い
ま
す
。

阿南市立阿波公方・民俗資料館

初代阿波公方　足利義冬像

西光寺（阿波公方の墓）

阿波公方ゆかりの資料

阿波公方の屋敷跡地に建ち、足利氏ゆかりの品々や資料、
屋敷の大甍などの展示と地元の玉・農具・民具などが展
示されています。近辺の西光寺は歴代公方の墓所があり、
苔むした墓石からは歴史を感じることができます。
■ 開館時間	 9：00〜16：30
■ 入館料	 大人 ２００円 /中学生以下 無料
■ 休館日	 毎週月曜日・祝日・年末年始
■ 問合せ	 阿南市那賀川町古津 339番地１
	 0884-42-2966
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技
の
伝
承

先
人
た
ち
の
想
い
を
今
に
伝
え
る

中
村
園
太
夫
座

　

人
形
浄
瑠
璃
は
江
戸
時
代
初
期
の
17
世
紀

初
め
に
、
三
味
線
の
伴
奏
で
語
ら
れ
る
義
太
夫

節
の
浄
瑠
璃
と
人
形
芝
居
が
結
び
付
い
て
生
ま

れ
た
芸
能
で
す
。
阿
波
に
伝
来
す
る
人
形
浄

瑠
璃
の
始
ま
り
は
定
か
で
は
な
く
、
淡
路
の
人

形
芝
居
を
阿
波
の
百
姓
た
ち
が
習
得
し
、
阿

波
の
人
形
芝
居
が
起
こ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

絶
頂
期
で
あ
る
明
治
中
頃
に
は
、
阿
南
市

に
24
座
の
人
形
座
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在

新
野
町
で
江
戸
末
期
の
１
８
０
５
年
（
文
化
２

年
）
か
ら
活
動
を
し
て
い
る
中
村
園
太
夫
座

は
、
現
存
す
る
人
形
座
の
中
で
は
、
最
も
古
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
秋
の
お
祭
り
の
他
、
阿

南
市
文
化
会
館
で
の
公
演
や
、
全
国
で
公
演

活
動
を
行
い
、２
０
１
２
年
に
は
宮
城
県
気
仙

沼
市
で「
被
災
者
を
伝
統
芸
能
で
元
気
づ
け
よ

う
」
と
復
興
支
援
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
新
野
中
学
校
に
民
芸
部
が
発

足
し
、
指
導
も
行
って
い
ま
す
。

山
口
座
木
偶
保
存
会

　

か
つ
て
、
榊
神
社
の
境
内
に
は
農
村
舞
台
が

あ
り
、
藤
原
惣
之
蒸
座
（
通
称
山
口
座
）
に

よ
る
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
始
ま
り
は
天
保
年
間
（
お
よ

そ
１
８
０
年
前
）、
地
元
の
農
民
が
奉
納
す
る

「
地
芝
居
」
で
は
最
も
古
い
形
式
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
存
す
る
62
体
の
木
偶
人
形
は
、
市
の
有

形
民
族
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
、
阿
波
木
偶

文
化
の
足
跡
と
先
人
た
ち
の
想
い
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
娯
楽
の
多
様
化
や
テ
レ
ビ
の
普
及
な

ど
で
山
口
座
の
活
動
は
衰
退
し
ま
し
た
が
、
数

人
の
有
志
に
よ
っ
て
三
番
叟
だ
け
は
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
60
年
頃
か
ら
は
榊
神
社
敬

神
婦
人
会
も
加
わ
り
再
興
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。

　
２
０
１
０
年
に
は
山
口
座
木
偶
保
存
会
に
受

け
継
が
れ
、
12
人
の
有
志
が
妙
技
に
磨
き
を

か
け
て
い
ま
す
。

阿
南
市
伝
統
工
芸
　
特
産
品

阿
波
踊
り
竹
人
形

　
「
伝
統
工
芸
竹
人
形
」
を

伝
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
２
０
１
０
年
「
阿
南

市
竹
人
形
伝
承
会
」
を
発

足
さ
れ
ま
し
た
。
竹
人
形

を
「
阿
波
踊
り
活
竹
人
形
」

と
新
た
に
命
名
し
、
阿
南
市

の
観
光
土
産
品
と
し
て
商
品

開
発・販
売
を
始
め
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
の
記
念
品
と
し

て
藍
染
め
の
手
織
布
を
生
か

し
、徳
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
や
っ

と
さ
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
、
夜
の
雰
囲
気
を

醸
し
出
す
な
ど
、
伝
統
に
新

し
さ
を
プ
ラ
ス
し
た
工
夫
も

加
え
、
阿
波
踊
り
活
竹
人

形
再
興
へ
と
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

残
さ
れ
た
伝
統
工
芸
を
後
世
に
伝
え
る

阿
南
市
竹
人
形
伝
承
会

◎道の駅 公方の郷なかがわ　阿南市那賀川町大字工地 803　TEL.0884-21-2631
◎道の駅 日和佐　海部郡美波町奥河内寺前 493-6　TEL.0884-77-2121
◎光のまちステーションプラザ　阿南市富岡町今福寺 40-17　TEL.0884-24-3141

「阿南市竹人形伝承会」
作品販売先
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阿
南
市
に
本
社
が
あ
る
日
亜
化
学
工

業
株
式
会
社
は
、
１
９
９
３
年
に
史
上

初
め
て
高
輝
度
「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
」
の
製
品
化
に
成
功
し
世
界
を
驚
か

せ
ま
し
た
。

　

阿
南
商
工
会
議
所
青
年
部
が
イ
ベ
ン

ト
で
日
亜
化
学
か
ら
無
償
提
供
さ
れ

た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
桑
野
川
潜
水
橋
に
飾
っ
た

の
が
始
ま
り
で
、
２
０
０
２
年
よ
り
牛

岐
城
趾
公
園
や
商
店
街
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
。
感
動
の
輪
は
次
第
に

広
が
り
、「
光
の
ま
ち
阿
南
」
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
に
発
展
し
て
い

き
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
よ
りA

nan 
Lum

inousT
ow

n Project 

が
始
ま

り
「
光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー
ム
」
が
登
場
。
今

で
は
全
国
で
定
番
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョン
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牛岐城趾公園牛岐城趾公園
阿南駅から徒歩 10分の所にある戦国時代の城跡で阿南駅から徒歩 10分の所にある戦国時代の城跡で
「恋人の聖地」にも認定されている。展望台には、「恋人の聖地」にも認定されている。展望台には、
常設のキラキラドームがある。常設のキラキラドームがある。



（椿泊・橘）

（伊島）

（大野）

（椿泊・橘）

（桑野・加茂谷）

（椿泊・中島）

（那賀川）

（加茂谷）

（椿泊・橘）

（橘・椿泊）

豊かな海の贈り物

 
（大潟沖・椿泊）

「阿波の松島」と呼ばれる橘湾で
穫れる新鮮な地魚の干物は種類も
豊富。お魚ショッピングを楽しん
でみましょう。

全国有数の生産量

  （新野・福井）
太く大型で栗のような独特の味わ
い。手入れされた竹林で育つ白く
柔らかなタケノコは高く評価され
ています。

阿南が誇るコシヒカリ

 
ふっくらモチモチ、甘みのある人
気一等米。関西方面でも販売され、
いち早く出回る新米の美味しさは
評判です。

日本有数の漁獲高

（椿泊・橘）

高級食材として関西に出荷される
ハモ。豊かな海が広がる阿南市の
海の幸は鮮度抜群。新鮮で上品な
味を楽しめます。

　　　　

肉厚ジューシー

 （新野）
肉厚でぬめりがなくプリプリした
食感。濃厚な香りと旨みがあり、
贈り物としても人気です。
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名物練りもん

皮ちくわ
フィッシュカツ
魚肉のすり身をカレー粉や唐辛
子で味付けしてサクサクに揚げ
たフィッシュカツと、ハモの皮
を２本の竹に巻き付け焼き上げ
た珍味皮ちくわ。県外へのお土
産にも喜ばれます。

甘くてビタミンたっぷり

ハウスミカン
（山口・加茂谷）

皮が薄くて柔らかく、やや小振りながら糖度の高さは
抜群で、お盆の時期の贈答品として人気です。

老舗菓子店が知恵を寄せ合って
創作銘菓で阿南のまちをＰＲ

銘菓「ひまわり娘」
県南菓子工業組合と阿南市・阿南商工
会議所が連携して、阿南を代表する銘
菓を共同開発しました。阿南市の花・
ひまわりをイメージしたダックワーズ
の菓子『ひまわり娘』。
和洋折衷の不思議な風味が特徴で、阿
南名物として人気を呼んでいます。

山や海の自然な水が生んだ
地酒・塩

美しい自然環境は阿南の宝。古くから地酒が造られていま
す。安政元年創業の近清酒造が造る『入鶴』は南阿波山系の
伏流水を仕込み水に使い、その大吟醸は芳醇な香りと淡麗
な旨味の名品です。津乃峰酒造では日本一社の津峯神社の
御神酒として『清酒津乃峰』を醸造。
柔らかな甘みとコクの酒は長年地元で愛されています。
また、中林漁協では水質の良さで知られる地元の海水か
ら、まろやかな旨味の自然塩を手づくりしています。

煮るなり焼くなりお任せ致し候！
しいたけ侍

シイタケの菌床栽培が盛んな徳島県は生シイタケの生産
量が日本一。中でもいま阿南市の新野木材株式会社が生産
販売している『しいたけ侍』が大注目されています。このシ
イタケは驚くほど大きく肉厚で、旨味が濃いのが特徴。ま
た、ぬめりが無くプリプリした食感は、シイタケが苦手な
人でも美味しく食べられるそうです。
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山や海の自然が生んだ
地酒・塩

美しい自然環境は阿南の宝。古くから地酒が造
られています。
津乃峰酒造では日本一社の津峯神社の御神酒
として『清酒津乃峰』を醸造。柔らかな甘みとコ
クの酒は長年地元で愛されています。
また、中林漁協では水質の良さで知られる地元
の海水から、まろやかな旨味の自然塩を手づく
りしています。



物産展示コーナー

JA産直市　とれとれ市　公方
地元で採れた新鮮野菜や魚が所狭しとならんでいます。値段もリーズナ
ブルで遠方から買い求めにくる人も。お惣菜コーナーでは地場の食材を
使ったお寿司なども人気です。

喫茶・休憩コーナー
敷地内中心にある休憩コーナーはサークル状になっていて、
飲食ブースがならんでいます。ドライブやツーリングの休憩ポ
イントです。

お土産を買うならここ。地元
の木材で作られたおもちゃや
コースター、銘菓など、県南の
特産物展示と即売をしていま
す。建物もログハウス調で、
ゆったりとした気持ちでお土
産選びが楽しめます。

89番 野球寺の
バッターやグローブをイメージした石碑

県南の特産品が勢揃い

旅の仕上
げは

お土産探し
！！

国道55号線沿いにある「公方の郷なかがわ」。その由来は、室町時代末期から約270年間、
足利将軍の末裔がこの地に居を構え、長年親しまれてきたことから名付けられました。
ここには、阿南市をはじめ県南の特産品があり、JA産直市も人気です。地元市民はもとよ
り休日には観光客も訪れ、買い物や休憩場所、県南の観光案内の場としても賑わいをみ
せています。また、野球によるまちづくりに取り組む阿南市は、四国八十八ヶ所霊場にちなみ、
「89番 野球寺」と名付けた必勝祈願のモニュメントを、道の駅に誕生させました。

【公方の郷なかがわ　施設概要】
◎所 在 地　阿南市那賀川町工地803
◎駐 車 場　無料（大型５台・普通車82台・身障者用２台）
◎主要施設　産直市・物産展示コーナー・
 情報提供コーナー・休憩コーナー・トイレ
◎営業時間　喫茶コーナー／9：00～17：30
 JA産直市／7：00～17：00
 （駐車場・トイレは24時間）
◎休 館 日　喫茶コーナー／毎週月曜日　
 JA産直市／毎週水曜日
◎問い合せ　TEL.0884-21-2631



山陽自動車道

明石海峡大橋

神戸淡路鳴門
自動車道

岡山

倉敷

坂出

池田

海部

室戸

南国

高松

和歌山

大阪神戸

和歌山港

東京・有明

北九
州

徳島

鳴門
徳島
阿波おどり空港

大鳴門橋

瀬戸大橋

高松自動車道
徳島自動車道

高知自動車道

尾道
瀬戸中央
自動車道

空路
　徳島阿波おどり空港 Tel.088-699-2831
フェリー
　南海フェリー Tel.088-636-0750
　オーシャン東九フェリー Tel.088-662-0489
高速バス
　徳島バス Tel.088-622-1826
　高速バス、JPマイ・エクスプレス Tel.0570-064-188
　JR四国バス高速バス徳島予約センター Tel.088-602-1090
JR阿南駅 Tel.0884-22-0147
駅レンタカー
　阿南駅営業所（要予約） Tel.0884-22-0147

伊島連絡交通事業有限会社　Tel.0884-33-1271

大人→1,030円　　子ども→520円

伊島連絡船 時刻表

旅客運賃（伊島ー答島間・片道料金）

問い合わせ

１月～12月

１月及び11月～12月

２月及び10月

３月～９月

　　　　　 上　り
  伊島 発 　 答島 着

１便    ７:00        ７:30
２便  10:00      10:30

３便  14:45      15:15

３便  15:15      15:45

３便  16:00      16:30

　　　　　 下　り
 答島 発 　伊島 着

１便    8:30     9:00
２便  12:30   13:00

３便  16:15   16:45

３便  16:45   17:15

３便  17:15   17:45

便 便

※荒天のため欠航する場合があります。

アクセスマップ

特急　約 25分
普通　約 50分

徳島駅より牟岐線

阿南直行便路線
■東京　約 10.1 時間
■大阪　約 3.2 時間
■神戸　約 3.0 時間
※運行会社により乗降場所が
　異なります。

阿南市への交通
飛行機

フェリー

高速自動車道

高速バス

路線バス

■東京…約 1.2 時間
■福岡…約 1.3 時間
■札幌…約 2.0 時間（夏期のみ）

■和歌山…約 2.0 時間
■東京…約 18時間

■徳島駅前…約 1.0 時間
※阿南合同庁舎前までの時間

JR

蛭子神社

大宮八幡
神社

羽ノ浦図書館

那賀川
図書館

ひまわり会館

那賀川

皇子神社阿南市文化会館
夢ホール

山神神社

王子神社

地蔵寺

萬福寺

諏訪神社
答島港

袙海海岸

コート・ベール
徳島GC

あなんスマート・
ワークオフィス

阿南CC

石門公園

たちばな観音

エコパーク

出島恐竜公園

東部自然公園

横見児童公園

津峯公園

阿南公園

ナカちゃん記念碑

YMCA阿南国際
海洋センター

伊島

答島ー伊島連絡船
みしま

阿波福井

新野

桑野

阿波橘

見能林

阿南

阿波中島

西原

羽ノ浦

至徳島

195

55

55

27

28

22

19

28

35

35

24

282

285

141
130

284

287

200

阿南警察署

取星寺

阿南市役所

お松大権現

轟神社

津峯神社

太龍寺

１１

２２

４４

３３
５５

６６

平等寺

金刀比羅神社

羽ノ浦スポーツランド
（スケートボード場）

羽ノ浦スポーツランド
（スケートボード場）

９９

観音山古墳（拳正寺）

阿南西部公園
（ひまわりランド）
阿南西部公園
（ひまわりランド）

Jパワー&よんでん
Waンダーランド

７７

1010

1111

８８

JAアグリあなん運動公園
（徳島県南部健康運動公園）

午尾の滝

中林海岸

1212

1515

淡島海水浴場1414

北の脇海水浴場1313

岩脇公園
（桜づつみ公園）
岩脇公園
（桜づつみ公園）

明谷の梅林
伊　島

椿自然園

1919

1616

1717

1818
蒲生田岬

かもだ岬温泉

四国最東端

四国最東端

アグリあなんスタジアム
野球のまち

牛岐城趾公園

道の駅
（公方の郷なかがわ）

若杉山辰砂採掘跡

阿南駅前児童公園阿南駅前児童公園

光のまちステーションプラザ
市物産館・観光案内所

歴史・史跡

阿波公方民俗資料館

阿南市科学センター

歴史・史跡

歴史・史跡



阿南市観光ブックAKB

阿南市観光協会HP阿南市観光協会
インスタグラム

阿南市物産館・観光案内所（光のまちステーションプラザ）
紀伊水道と太平洋、四国山地に囲まれた阿南市は、
豊富な海の幸、山の幸に恵まれています。自然の味
がたくさんつまったお土産を揃えています。

●営　業／10：00～20：00
●休業日／ 月曜日（祝祭日の場合は火曜日）、12月29日～翌年1月3日
●問　合／ tel＆fax 0884-24-3141
   mail：hikarisp@woody.ocn.ne.jp

JR阿南駅
東口

西口

AKB阿南市観光ブック
発行・編集／阿南市　〒774-8501 徳島県阿南市富岡町トノ町12-3　Tel.0884-22-3290　
印刷／太陽高速印刷㈲ 　
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